
26

■分岐方式は、提供開始後６年間で、都合４回（計７種類）にも及ぶ変更を行っております。

■したがって、現時点におけるＯＬＴ装置や分岐数を固定的に捉えＯＬＴ等を共用することは、速度

アップや新サービスの提供が困難となり、お客様利便の向上に支障が生じます。

■今後も速度アップや新サービスの提供にあたり、ＯＬＴ装置等の変更が必要になると想定しており

ます。
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■したがって、現時点におけるＯＬＴ装置や分岐数を固定的に捉えＯＬＴ等を共用することは、速度

アップや新サービスの提供が困難となり、お客様利便の向上に支障が生じます。
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分岐方式は６年間で４回の変更

H13年～ H14年～ H15年～ H16年～ H17年～ 今後

【分岐方式の推移】

サービス導入以降複数回に渡り変更（ＯＬＴ３種類、分岐方式２種類、スプリッタ２種類）

ONU

局内×8
PC

局外×4

SLT

①ファミリー

B-ONU

局内×8
PC

局外×4

②ニューファミリー
【B-PON方式に変更】

局内×4
PC

局外×8

GE-ONU

④ハイパーファミリー
【GE-PON方式に変更】

局内×4局外×8

GE-ONU

V-ONU

⑤ハイパーファミリー
【波長多重方式の映像ｻｰﾋﾞｽ追加】

局内×4PC 局外×8

B-ONU

③ニューファミリー
【分岐方式の変更】

SLT～ONU  10Mbps

B-OLT～B-ONU  600Mbps

B-OLT～B-ONU  600Mbps

GE-OLT～GE-ONU 1Gbps

GE-OLT～GE-ONU 1Gbps

速度UP 速度UP

速度ＵＰや新サービスは
装置の置き換え等

により実現

B-OLT

GE-OLT

V-OLT

B-OLT GE-OLT

新サービス値下げ
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■新サービスの提供に必要なＯＬＴの変更等について、関係事業者間の調整が必要となりますが、調

整に時間を要するなどして、ユーザへのタイムリーな新サービスの提供に支障が生じます。

■新サービスの提供に必要なＯＬＴの変更等について、関係事業者間の調整が必要となりますが、調

整に時間を要するなどして、ユーザへのタイムリーな新サービスの提供に支障が生じます。

①新サービスのタイムリーな提供に支障

１社でＯＬＴ等を利用する場合１社でＯＬＴ等を利用する場合 複数社でＯＬＴ等を共用する場合複数社でＯＬＴ等を共用する場合

既存のＯＬＴの更改・追加変更等が必要となる場合でも、迅速

かつ柔軟なサービスの提供が可能

ユーザへの影響の対処の仕方や、設備投資負担等で事業者

間調整が必要となる

ＢＳ再編成に伴い、光ファイバの最大の特徴である広帯域化を計画中であり、ＢＳ－ＩＦパススルーの放送導入時での

アクセスライン設備の増設、改修等を要望した際に、設備を共用する全ての事業者毎に対応せざるを得なくなり、新

サービスの提供が遅れる可能性が大きい。

また、場合によっては一部の通信事業者からの反対により新サービスを断念せざるを得ない局面に立たされる可能

性が生じる。

オプティキャスト殿オプティキャスト殿

ごご意見意見※※

※「次世代ネットワークの接続ルールの在り方に関する提案募集」（総務省）に対する意見

Ａ社Ａ社ＩＰ網ＩＰ網
追加ONU

別サービス用
ＯＬＴ

追加追加

ＯＬＴ

追加ONU

既存ONU

既存ONU

追加ONU

別サービス用
ＯＬＴ

追加追加

既存ONU
Ａ社Ａ社ＩＰ網ＩＰ網

ＢＢ社ＩＰ網社ＩＰ網
追加追加

断念断念
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ＯＬＴ等を共用した場合の具体的な問題
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②ＮＧＮの特徴である帯域確保サービスの実現が困難に

■当社の帯域制御サーバでは、他社ユーザが利用中の帯域を管理できません。当該サーバで認識して

いる空き帯域と実際の空き帯域に差異が生じ、その結果、その芯線を利用中のお客様全員の帯域が

確保できなくなります。

■当社の帯域制御サーバでは、他社ユーザが利用中の帯域を管理できません。当該サーバで認識して

いる空き帯域と実際の空き帯域に差異が生じ、その結果、その芯線を利用中のお客様全員の帯域が

確保できなくなります。

空き帯域
20M

空き帯域
20M

【実際の空帯域】 【帯域制御サーバの管理】
（自社ユーザのみ）

ＮＧＮ

【帯域制御サーバの管理】【実際の空帯域】

１社でＯＬＴ等を利用する場合 複数社でＯＬＴ等を共用する場合

一旦確保された帯域は、他ユーザの影響を
受けずに利用可。

一旦確保された帯域は、他ユーザの影響を
受けずに利用可。

A社ﾕｰｻﾞ

空き帯域10M

帯域確保中

新たな帯域確保要求（30M）

空帯域がないため受付しない

アクセス区間に
容量を超えるトラ
ヒックが流入

アクセス区間に
容量を超えるトラ
ヒックが流入

帯域確保中の全
ユーザにおいて
必要な帯域を確
保できなくなる。
（画面の乱れ等）

帯域確保中の全
ユーザにおいて
必要な帯域を確
保できなくなる。
（画面の乱れ等）

・
・
・
・

Ａ社網帯域確保中

空き帯域
50M

差異が発生

帯域制御
サーバ

・
・
・
・

・
・
・
・

ＮＧＮ
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Ｗ

新たな帯域確保要求（30M）

空帯域があると思い受付

帯域制御
サーバ

帯域確保中

アクセス部分




